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論　　文　　の　　要　　旨

（1）研究の意義何目的

　　従来の運動能カの構造に関しては児童後期以後を対象にしたものが多く、幼児の全人的発育発

　達に対し。身体運動をともなう遊びが重要な意義をもつとされながらもヨ幼児の運動成就及びそ

　の成就能力についての研究は多くはなく。体育科学においては1970年初期にようやく関心が高っ

　たに過ぎない。これは，幼児における運動能力の発達と児童期以後のものの運動能力の発達の質

　的差異が明確にされて来た事に起因することが多い。この理解に立ってラ幼児の運動指導を考え

　る時，運動能カがいかなる構造をもつものであるかの知識は運動教材の選択に決定的な条件を与

　えるものといえる。また、幼児の運動能力発達は「より早く」，「よりカ強く」ヨ等の尺度ではな

　くラ「より多くの運動パターン」をラ「より安全に」，「より安定した形で」成就できるかという条

　件によって特徴づけられる。かかる特徴をいかなる測度でラどの様な方法で測定1評価するのが

　適切であるかを知るためにも，再び運動能カの構造に関する知識が必要となる。しかしラ今日ま

　で，以上の問題に関する研究はきわめて少い。さらに。幼児の運動成就の特徴を忠実に把握しう

　る構造モデルを採用してなされた研究は本研究が最初のものであるといえる。

　　本研究は，以上の研究の意義から。幼児の運動能カの質的側面である構造を明らかにし。この

　構造が運動能カの発達を反映してラいかに変化するものであるか，ひるがえって，いかなる構造
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　的変化が運動能力発達の背景となっているのかを明らかにしようとした。

（2）方　　法

　　従来の運動能力構造に関する諸研究を検討しヨ因子分析的研究の幼児の運動能力構造検討への

　限界を明らかにした。この限界を克服するためラ多次元尺度構成法（MDS）を用いて運動能力構

　造の空間的表現を可能にする空間を決定した。

　　幼児の運動能カ測定項目をGa11ahue，D．L．の運動成就パターンの仮説的分類にもとづいてう各

　領域を代表し，かつ幼児の運動遊びの申で基本的で頻繁に幼児が経験している運動成就パターン

　から2五項目を選択した。さらにヲ体格、神経機能を評価する5項目を加えラ計26変量をもって

　運動能カ空問を構成している。資料は，昭和55年10月から昭和58年7月にいたる4年問にわたっ

　て筑波学園都市ラ土浦市内の15幼稚園1保育園々児ヨ男児649名ヨ女児599名ヨ計1，248名に対

　して実施された26項目にわたる測定から得られた。

（3）結果と考察

　　まず、昭和55年測定資料を用いて、構造モデルの妥当性を検討し，26次元空間に対し，適合

　度，分散抽出率から3次元空間が適当である事を見出しヲその3軸が調整カ，体格，可能域とし

　ての柔軟性と解釈できるとし，幼児の運動成就は，これら3つの独立でラ包括的な能力の相互に

　関連し合った発揮によって成就されるとしている。この3次元空間を準拠空間として、各運動パ

　ターンの近隣関係をユークリッドの距離によって評価しヨ運動パターン（変量）を階級的クラス

　ター分析の手法を適用して群化し，8種のクラスターを抽出した。これらのクラスター内の各運

　動パターン成就に共通に関与する能力として，C1；視覚に関連した四肢の調整カ，C。；下肢の跳

　躍技能ヨC。；敏捷性に関連したL㏄o㎜ot豆㎝技能，C。；捕球と回転運動に関する技能、C。；投技能

　及び押1引き技能，C。；懸垂技能，C。；長座体前屈技能，C。；体格の8種の下位運動能カ領域の

　存在を示している。この結果に対し，同じ資料から得られた相関行列に因子分析をほどこしヨ得

　られた直交多因子解と比較しヨ本研究で得られた解が幼児の運動能カの特徴及びラその特徴であ

　る調整力の特質をより適切に表していることを確め，MDSからヨクラスター分析による方法の適

　切性を明らかにした。

　　以上のモデル，及び方法論の検討から，すべての資料を用いて性別，年齢段階別に運動能力構

　造を求めラそれらの変化を特殊化（specificati㎝）ヨ融合（fus1㎝）、単純化（si㎜p1ificati㎝）の

　概念を用いて運動能カ構造の加齢にともなう変化を考察した。この検討においてはラGui1ford，及

　び猪飼の能カの3次元モデルにおける考え方を適用しラ軸によって定義される能力とラその軸に

　よって構成される空問における近隣関係によって定義される能力とに分けて検討している。軸に

　よって定義される能力としてはヨ男子では体格，調整力及び瞬発カ，調整カと筋力の3能カ領域

　の発達過程に分けて考察できることを示している。これらにおいては，大きな特殊化、融合の変

　化はみられないことを示しう男児における運動能カ構造の単純性を明らかにした。一方言女児で

　は。5．O歳までは体格，筋力の2領域に分類できるが5．O歳以後は，体格，調整カう瞬発力が複雑

　に特殊化う融合を繰返しう能カ軸の複雑性を明らかにしている。一方，近隣関係によって定義さ
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れる能カとしてはラ男子で（1）Locomotion技能、（2）調整力，（3）押引技能，／4）体格。（5）上肢の操作技

能の5種の能カに，女児では（1）体格及び押引技能ラ（2）ボールハンドリング技能ラ（3）Locomotion技

能ラ（4）視覚と四肢の協応技能。（5）上肢の操作技能の5種に分けて考察できることを示している。

これらの諸能カのうち，Locomot量㎝技能は男女で共通に抽出された能カ領域であり，その他の能

力領域についても男女間の対応を検討しラ運動能力構造及び構造の発達的変化を明らかにした。

Locomoti㎝技能では男児の場合は余り明確な法則性が見られないがヨ女児の場合は慰合の過程が

運動能カ発達の構造的変化であると推論している。

　以上の考察から青幼児体育に対する応用としてラ抽出された運動能カ下位領域の測定法及び，

運動教材の素材の提供の可能性を示している。

審　　査　　の　　要　　冒

　幼児教育における身体運動の重要性は十分認識されておりながらも，幼児が運動学習及び自然な

発育発達過程から獲得していく運動能カの特性，とくに構造特性についてはいまだう仮説の域を脱

していない。この意味から本研究が幼児の運動能力構造をとりあげたことの意義は深い。本研究は，

能力構造研究の多くが因子分析的多変量統計解析的手法によってなされている事から、幼児に限ら

ずラこれまでなされて来た因子分析的研究を詳細に検討し，幼児の運動能力発達の特性により忠実

に接近できる方法としてMDSを採用しヨさらにクラスター分析の手法を用いて検討をすすめた事は

高く評価できるであろう。この結果，運動能カには空問の軸によって定義される領域ラその空問内

における変量点相互の近隣関係によって定義される領域の存在を推論した。これらの能力領域の相

互関連性の加齢にともなう変化を計量的に考察しつつ検討しラ運動能力の発達が能カ構造の変化と

いかなる対応をしめしているかを考察している。かかる研究成果は幼児に関しては最初のものであ

り、理論としての一般化にはいまだ多くの検討が積重さねられねばならないが，その緒口を開いた

意義は高く評価される。さらにヨ幼児の運動能力の下位能力領域が3次元空間によって表現できヨ

この空間における8種の下位能力領域が存在するとの推論は新しい知見であり里これらが宣運動能

力の発達に伴い。特殊化ラ融合ラ単純化を繰返すとする考察もまた新しい知見である。このようにヨ

本研究は。一方では方法論上の厳格さをラ用いた統計解析的方法の厳格さに求めている。これはラ

本研究の一つの特徴でありラ独自な点であるがラこれがかえって推論の難しさをかもし出したきら

いがある。したがって，結果の考察に不明瞭さがない訳ではない。またヨとりあげた変量はヨ適切

な変量母集団を仮定しており，テスト1バッテリーとしての必要条件を満すものではある。しかしラ

その十分条件については，その内容妥当性，及び代替妥当性が文献研究からなされてはいるがラさ

らに詳細な検討がなされればヨ本研究の結論の一般化の可能性は更に高められたといえよう。しか

し，この間題は本研究の結果が生み出したものであり，本研究の今後の課題となるものである。

　以上の様にヨ幼児の運動能力構造及び構造の発達的変化に関する先駆的研究であり。かつ，体育
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科学においてはMDSを用いての構造研究として最初のものである。この意味からこの領域の研究に

多大な示唆を与えるものでありヨかつラ幼児体育の指導に合理的な基礎資料を提供するものといえ

る。

　よって、著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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